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自
治
基
本
条
例
は
、
自
治
の
担
い
手
で

あ
る
市
民
・
議
会
・
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
や
責
務
、
情
報
の
共
有
、
市
民
参
加
な

ど
を
定
め
た
、
伊
賀
市
の
自
治
の
基
本
方

針
と
な
る
条
例
で
す
。

　

独
自
の
自
治

が
地
方
に
も
求

め
ら
れ
て
き
た

中
、
伊
賀
地
域

で
は
、
市
町
村
合
併
前
の
平
成
14
年
か
ら
、

市
民
を
中
心
に
独
自
の
自
治
の
実
現
に
向

け
た
検
討
が
行
わ
れ
、
平
成
14
年
の
「
新

市
将
来
構
想
」、
平
成
15
年
の
「
新
市
建
設

計
画
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
自
治
の
し
く
み

を
担
保
し
、
市
民
が
主
役
と
な
っ
た
自
治

を
実
現
す
る
た
め
、
合
併
直
後
の
平
成
16

年
12
月
の
議
会
で
「
伊
賀
市
自
治
基
本
条

例
」が
可
決
さ
れ
、同
年
12
月
24
日
に
公
布・

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、
第
４
章
で
伊
賀
流

自
治
の
し
く
み
と
し
て｢

住
民
自
治
協
議

会｣

の
設
置
や
要
件
、
行
政
に
よ
る
人
的
・

財
政
的
支
援
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

自
治
基
本
条
例
の
改
正
は
、
平
成
18
年

か
ら
改
正
案
の
検
討
を
開
始
し
、
市
民
委

員
、
学
識
経
験
者
な
ど
に
よ
る
伊
賀
市
自

治
基
本
条
例
推
進
研
究
会
や
庁
内
会
議
で

検
討
を
進
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
た
り
、
地
域
説
明
会
を
開
催
し
た

り
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

●

 

今
回
の
主
な
改
正
点

①
第
２
章
「
情
報
の
共
有
」
で
は
、
条
の

　

構
成
を
整
理
し
、
市
の
責
務
の
新
設
や

　
市
民
の
知
る
権
利
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

②
第
３
章
「
市
民
の
参
加
」
で
は
、
総
合

　

計
画
を
は
じ
め
と
し
た
重
要
な
計
画
や

　

条
例
の
制
定
に
お
け
る
市
民
の
参
加
、

　

市
の
責
務
に
つ
い
て
、
よ
り
実
効
性
を

　
高
め
る
た
め

　
の
修
正
を
行

　
い
ま
し
た
。

③
第
６
章
「
行
政
の
役
割
と
責
務
」
で
は
、

　
市
ま
た
は
市
長
の
責
務
の
整
理
や
、
行
政

　
が
一
体
的
な
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う
、

　
修
正
し
ま
し
た
。

※
改
正
条
例
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、
今
後
、
条

　
例
の
冊
子
を
各
戸
配
布
し
ま
す
。

　

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、

改
め
て
普
及
・
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
改
正
後
４
年
を
め
ど
に
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
社
会

情
勢
や
法
律
の
改
正
な
ど
に
応
じ
て
、
適

宜
見
直
し
作
業
を
行
い
ま
す
。

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
で
提
案
し

　

て
い
ま
し
た
住
民
自
治
協
議
会
の
役
割

　

と
責
務
を
規
定
し
た
第
26
条
の
２
（
住

　

民
自
治
協
議
会
の
役
割
と
責
務
）
に
つ

　
い
て
は
、
市
議
会
で
の
審
議
に
お
い
て
、

　

さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

　

と
判
断
さ
れ
、
今
回
の
改
正
案
か
ら
削

　
除
さ
れ
た
た
め
、新
設
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
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自
治
基
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た

　

 

◆ 

伊
賀
市
自
治
基
本
条
例
と
は
？

 

◆ 

ど
う
や
っ
て
で
き
た
の
？

 

◆ 

伊
賀
市
自
治
基
本
条
例
の特徴

は
？ 

 

◆ 

ど
ん
な
内
容
を
改
正
し
た
の
？

≪

伊
賀
市
市
民
憲
章≫

　

私
た
ち
市
民
は
、
次
の
６
つ
の
原
則
に

よ
り
自
治
を
進
め
、〝
ひ
と
が
輝
く 

地
域

が
輝
く
〞
伊
賀
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

を
目
指
し
、
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
み
ん

　
　
な
で
共
有
し
ま
す
。

（
情
報
の
共
有
）

一
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
み
ん
な
が
参
加

　
　
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

（
市
民
の
参
加
）

一
、
ま
ち
づ
く
り
は
、
み
ん
な
で
つ
く
っ

　
　
た
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
ま
す
。

（
計
画
的
実
施
）

一
、
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま
ず
自
ら
が
行
い
、
さ

　
　
ら
に
地
域
内
で
助
け
合
っ
て
進
め
ま
す
。

（
自
治
の
補
完
）

一
、
ま
ち
づ
く
り
は
、
互
い
に
連
携
・
協

　
　
力
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

（
主
体
の
協
働
）

一
、
ま
ち
づ
く
り
の
実
施
を
評
価
し
、
次

　
　
の
活
動
に
活
か
し
ま
す
。

（
結
果
の
評
価
）

伊
賀
市

 

◆ 

今
後
の
展
開
は
？

　

伊
賀
市
市
民
憲
章
は
、
伊
賀
地
区

市
町
村
合
併
協
議
会
で
承
認
さ
れ
、

伊
賀
市
が
発
足
し
た
平
成
16
年
11
月

１
日
に
告
示
し
た
も
の
で
、
自
治
基

本
条
例
「
自
治
の
基
本
方
針
（
第
４

条
）」
と
と
も
に
、
自
治
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
掲
げ
て
い
ま
す
。


